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施策 39 誰もが安心して快適に観光できる環境の整備 

 

 

  目指す姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

  施策の指標 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

  現状と課題 

○区では、子供から高齢者、障害者や外国人など、台東区を訪れる誰もが安心して快適に

観光できるまちを目指し、令和 4年度に改定した「台東区バリアフリー基本構想」のもと、

区民や関係団体、事業者などと連携し、ユニバーサルデザインの考え方を踏まえた公共交

通や建物、道路のバリアフリー化を推進しています。 

また、「さわやかトイレ整備方針※」に基づき、公衆トイレや公園・児童遊園トイレの整

備を進め、「誰でも、どこでも、安心して利用できるトイレ」の整備に取り組んでいます。 

今後も、すべての来街者が円滑に観光できるよう、観光客の受入環境の整備を着実に推進し

ていく必要があります。 

〇新型コロナウイルス感染症の感染拡大前の平成 30 年には、訪日客の 3割にあたる約 953

万人の外国人観光客が台東区を訪れており、区では、異なる文化や生活習慣を背景に持つ

外国人観光客の多様なニーズに応えるため、全国の自治体に先駆けて、ハラール認証や

ヴィーガン認証の取得助成を実施するなど、食の多様性に対応した受入環境の整備に取り

組んでいます。 

今後、外国人観光客数が回復することを見据え、文化や生活習慣の違いを尊重した多様

なニーズに応える受入環境の整備が必要です。 

●ユニバーサルデザイン※の考え方を踏まえたまちづくりが進み、文化や

生活習慣の違いを尊重した多様なニーズに応える受入環境が整備され、

国籍や年齢、障害の有無にかかわらず、誰もが安心して快適に台東区

での観光を楽しんでいます。 

●観光案内体制がさらに充実し、台東区を訪れる観光客の利便性と満足

度が向上しています。 

台東区バリアフリー特定事業 
計画※に定める公共交通特定 
事業の進捗率※ 

0％ 
（令和 3年度末） 

増加 

観光ボランティアガイド 
利用者数（日本語、外国語合計） 

年5,838人 
（令和 3年度末） 

年 10万人 

（令和 10年度末） 
指  標  名  

現  状  目  標  

 （令和 4年度末） 
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施策 39 誰もが安心して快適に観光できる環境の整備 
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  現状と課題 

○区では、子供から高齢者、障害者や外国人など、台東区を訪れる誰もが安心して快適に

観光できるまちを目指し、令和 4年度に改定した「台東区バリアフリー基本構想」のもと、

区民や関係団体、事業者などと連携し、ユニバーサルデザインの考え方を踏まえた公共交

通や建物、道路のバリアフリー化を推進しています。 

また、「さわやかトイレ整備方針※」に基づき、公衆トイレや公園・児童遊園トイレの整

備を進め、「誰でも、どこでも、安心して利用できるトイレ」の整備に取り組んでいます。 

今後も、すべての来街者が円滑に観光できるよう、観光客の受入環境の整備を着実に推進し

ていく必要があります。 

〇新型コロナウイルス感染症の感染拡大前の平成 30 年には、訪日客の 3割にあたる約 953

万人の外国人観光客が台東区を訪れており、区では、異なる文化や生活習慣を背景に持つ

外国人観光客の多様なニーズに応えるため、全国の自治体に先駆けて、ハラール認証や

ヴィーガン認証の取得助成を実施するなど、食の多様性に対応した受入環境の整備に取り

組んでいます。 

今後、外国人観光客数が回復することを見据え、文化や生活習慣の違いを尊重した多様

なニーズに応える受入環境の整備が必要です。 

●ユニバーサルデザイン※の考え方を踏まえたまちづくりが進み、文化や

生活習慣の違いを尊重した多様なニーズに応える受入環境が整備され、

国籍や年齢、障害の有無にかかわらず、誰もが安心して快適に台東区

での観光を楽しんでいます。 

●観光案内体制がさらに充実し、台東区を訪れる観光客の利便性と満足

度が向上しています。 

台東区バリアフリー特定事業 
計画※に定める公共交通特定 
事業の進捗率※ 

0％ 
（令和 3年度末） 

増加 

観光ボランティアガイド 
利用者数（日本語、外国語合計） 

年5,838人 
（令和 3年度末） 

年 10万人 

（令和 10年度末） 
指  標  名  

現  状  目  標  

 （令和 4年度末） 
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〇東京都の広域的な観光案内拠点にも指定されている浅草文化観光センターでは、多言語

での観光案内、デジタルサイネージや無料公衆無線 LAN の整備、観光客自ら観光情報を取

得できるタッチパネルコーナーの設置など、旅行者への観光案内とあわせて、文化・観光

情報の発信拠点として機能の充実を図っています。 

また、区では観光ボランティアガイドの育成を支援し、ガイドの質・量の充実に努める

ほか、観光ボランティアガイドによる案内を通じて、おもてなしの向上に取り組んでいま

す。 

初めて台東区を訪れた観光客でも、快適にまち歩きを楽しむことができるよう、観光案

内体制の充実を図るとともに、ボランティアガイドの育成を支援するなど、引き続き、観

光客の満足度を高める取り組みを強化していく必要があります。 

〇日本各地で大規模な自然災害が相次いで発生し、観光客の安全安心を確保することの重

要性が一層高まる中、区では、外国人観光客を含めた帰宅困難者への対応を想定した防災

訓練を実施するなど、災害に備えた取り組みを進めています。 

 新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、観光客の安全安心を確保するとともに、

観光客に対する迅速かつ的確な情報発信の重要性が高まっています。 

今後も、観光客が安心して台東区を訪れることができるよう、災害に備えた取り組みを

進めるとともに、情報発信を強化していくことが求められます。 
 

  主な取り組み 

① 快適に観光できる環境の整備 
誰もが安心して快適に観光を楽しめるよう、ユニバーサルツーリズム※の普及・促進を

図り、子供から高齢者、障害者や外国人など、台東区を訪れるすべての観光客に配慮した

受入環境の整備を推進します。 

② 多様な文化・習慣に配慮した食の提供支援 
区内の飲食関係事業者向け講習会を通じて、食の多様性に対応するための必要な知識・

ノウハウなどを提供するとともに、食の多様性に取り組んでいる店舗の情報を発信し、多

様な文化・習慣を持つ外国人観光客が快適に食事を楽しめる受入環境を整備します。

③ 観光案内体制の充実 
浅草文化観光センターにおける多言語での観光案内や情報発信の充実を図り、外国人観

光客の利便性向上に努めるほか、区内外の観光案内所や宿泊施設、交通拠点、店舗などの

観光関連事業者と連携・情報共有し、質の高い情報を観光客に発信します。 

④ ボランティアを活用した観光案内 

台東区の歴史や文化を学んだボランティアによる観光ガイドを通じて、観光客の満足度

向上を図るとともに、案内エリアの拡大等、サービスの充実に努めます。 

⑤ 安全安心に配慮した受入環境整備と情報提供 

災害時に備え、関係機関と連携し、帰宅困難者対応訓練やターミナル駅周辺の一時滞在

施設の確保等、観光客の安全安心に配慮した受入環境を整備します。 

また、災害や感染症などの危機発生時においては、災害や交通状況に係る情報、感染状

況を観光客へ迅速かつ的確に提供します。  



施策

基本目標3   活力にあふれ多彩な魅力が輝くまちの実現

146

区民生活と調和する観光の推進40

146 

 

 

施策 40 区民生活と調和する観光の推進 

 

 

  目指す姿 

 

 

 

 

 

 

  施策の指標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  現状と課題 

○新型コロナウイルス感染症の感染拡大前の令和元年に日本を訪れた外国人旅行者数は 3,188 万

人で、7年連続で過去最高を更新しました。令和 3年度「台東区民の意識調査」では、「台東区

に多くの観光客が訪れることについて好ましい」と回答した人の割合は 85.5％となってい

ます。 

区では、観光関連事業者や区民を対象に講習会を開催し、旅行動向やニーズの理解、語

学講習など、観光客受け入れの心構えを身に付ける取り組みを推進しています。 

世界に冠たる観光都市として、選ばれる観光地であり続けるためには、おもてなし意識

の更なる向上を図る必要があります。 

〇外国人観光客の増加とともに、騒音やごみの放置といった、マナーや生活習慣の違いに

よるトラブルの発生が懸念されます。国は平成 30 年 6月に、平穏な住民生活と観光の共存

に向けて「持続可能な観光推進本部」を設置し、自治体へのアンケート調査等を踏まえ、

国内外の先進事例を挙げつつ、今後の取り組みの方向性を整理しました。 

区でも、外国人観光客向けのマナー啓発パンフレットを作成し、区内の飲食店や宿泊施設

で配布するなど、マナーや生活習慣の違いに起因するトラブルの防止に取り組んでいます。 

●区民の「おもてなし力」が向上し、観光客との相互理解も深まり、安

全に安心して楽しめる観光地が形成され、台東区の観光に対する区民

と観光客の満足度がともに高まっています。 

日本人 79％ 
外国人 94.1％ 
（平成 30年） 

観光客の満足度 
増加

増加
 

観光客が訪れることに好意的な 
区民の割合 

85.5％ 
（令和 3年度末） 

90％ 

（令和 10年度末） 
指  標  名  

現  状  目  標  

 （令和 4年度末） 
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に多くの観光客が訪れることについて好ましい」と回答した人の割合は 85.5％となってい

ます。 

区では、観光関連事業者や区民を対象に講習会を開催し、旅行動向やニーズの理解、語

学講習など、観光客受け入れの心構えを身に付ける取り組みを推進しています。 

世界に冠たる観光都市として、選ばれる観光地であり続けるためには、おもてなし意識

の更なる向上を図る必要があります。 

〇外国人観光客の増加とともに、騒音やごみの放置といった、マナーや生活習慣の違いに

よるトラブルの発生が懸念されます。国は平成 30 年 6月に、平穏な住民生活と観光の共存

に向けて「持続可能な観光推進本部」を設置し、自治体へのアンケート調査等を踏まえ、

国内外の先進事例を挙げつつ、今後の取り組みの方向性を整理しました。 

区でも、外国人観光客向けのマナー啓発パンフレットを作成し、区内の飲食店や宿泊施設

で配布するなど、マナーや生活習慣の違いに起因するトラブルの防止に取り組んでいます。 

●区民の「おもてなし力」が向上し、観光客との相互理解も深まり、安

全に安心して楽しめる観光地が形成され、台東区の観光に対する区民

と観光客の満足度がともに高まっています。 

日本人 79％ 
外国人 94.1％ 
（平成 30年） 

観光客の満足度 
増加

増加
 

観光客が訪れることに好意的な 
区民の割合 

85.5％ 
（令和 3年度末） 

90％ 

（令和 10年度末） 
指  標  名  

現  状  目  標  

 （令和 4年度末） 
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台東区が魅力的な観光地として、今後も持続的に発展していくためには、引き続き観光客

のマナー啓発に取り組み、区民と観光客の相互理解を促進していく必要があります。

〇観光客の増加に関連する課題として、宿泊施設の不足、路上駐車や観光バスの来訪台数の

増加に伴う交通環境の悪化なども懸念されます。観光の振興にあたり、宿泊者の安全安心の

確保や区民生活への配慮の重要性はますます高まっています。 

区では、平成 30 年 6 月の「住宅宿泊事業法」の施行に伴い条例を制定し、住宅宿泊事業、

いわゆる「民泊」を含めた宿泊施設の適正な運営の確保に努めています。 

また、平成29年 3月に策定した「台東区観光バス対策基本計画」に基づき、乗降場の整備、

安全のための誘導員配置、観光バス予約システムによる来訪時間の分散化など、交通環境に

かかる負担軽減を図っています。令和 3年度「台東区民の意識調査」では、「観光基盤の整

備をすることが、区民生活の向上に寄与すると思う」と回答した人の割合が 9 割を超えて

います。 

今後も、住宅宿泊事業の適正な運営を確保するとともに、観光バス対策の更なる推進に

より、観光客にとって安全で快適な環境を整備し、区民が安全安心に過ごせる生活環境を

確保する必要があります。 

 

  主な取り組み 

① おもてなしの人づくり 
台東区を訪れる観光客の満足度を高めるため、観光関連事業者や区民向けに講習会を開

催し、受け入れ側のおもてなし意識の向上を図ります。 

また、外国人観光客が台東区の観光を快適に楽しめるよう、区内の飲食店や宿泊施設へ

のコミュニケーションマップ※の配布や、民間事業者等のトイレの一般利用を促進するな

ど、おもてなしの向上に取り組みます。 

② 外国人観光客に対するマナー啓発 
台東区を訪れる外国人観光客が、楽しく快適に観光できるよう、日本でのマナーや習慣

を周知・啓発するパンフレットを広く配布するほか、インターネットや SNSで周知を行い、

外国人観光客のマナーの向上を図ります。 

③ 区民の生活環境に配慮した観光の推進 
台東区の実情に合ったルールに基づき、住宅宿泊事業の適正な運用が図られるよう、事

業者への監督・指導を行い、宿泊者の安全安心と区民の安全で快適な生活環境の確保に取

り組みます。 

また、観光バス予約システムの利便性向上を図るとともに、観光バス駐車場の確保に向

けた検討・整備を行い、安全で快適な区民生活及び交通環境の実現に向けて取り組みま

す。 

  


